
手習いは坂に車を押すが如（ごと）し

家庭学習が充実してきた人がいます。これまでの努力の成果がテストで発揮されてきた人もたくさん
います。大変喜ばしいことです。でも、「伸びた！」という人たちは今、よい結果を残そうとしていた
時と同じくらい継続して頑張っているのでしょうか？
一度よい結果が出たからといって休んでいたら、またいろいろなことがわからなくなります。できな

くなります。元に戻ってしまいます。勉強でも部活動でも「習い事」は上り坂に車を押しているつもり
でやらないといけません。きついけれど、その坂道を登り切ったところに何かがあります。その何かを
自分の目で確かめるまで頑張り続けないといけません。大変なことかもしれないけど楽しみなことです。

結果を出すまでの努力は誰でもやるが、結果を出した後の努力は誰もはやらない

夢を持っているか？

あなたは夢を持っていますか？夢って本当に叶うのでしょうか？夢って、結構、叶います。はっきり
言って、すべての人の夢がかなうわけではありませんが・・・。なぜかというと、途中であきらめる人
が多いからです。あきらめなかったら、夢は結構、叶うのに・・・。
夢が叶うように、頑張ってください。願えば願うほど夢に近づいていきます。でも、願うだけではい

けません。努力もしないと。願いながら努力し続けることが大切です。たった２～３日頑張って「自分
は頑張った！」とは言えません。あなたの長い人生からすると１週間や１か月の努力は本当の「努力」
とは呼べません。夢を実現させたいなら、ずっとずっと願い続け、努力し続けないといけません。
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